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つなげよう！広げよう！
ボランティアの輪

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
５
要
素
】

　

①
自
発
性
（
主
体
的
に
）

　

②
非
営
利
性
（
対
価
を
求
め
な
い
）

　

③
公
共
性
（
み
ん
な
の
た
め
）

　

④
先
駆
性
（
社
会
を
変
え
る
）

　

⑤
普
遍
性
（
共
通
の
価
値
）

　

「
部
活
だ
か
ら
」
「
皆
や
っ
て
る
か
ら
」

で
は
な
く
、
自
分
か
ら
行
動
す
る
大
切
さ
を

再
認
識
で
き
ま
し
た
。

　

山
形
県
で
は
中
高
生
を
中
心
と
し
た
学
校

の
枠
を
こ
え
た
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
活
動
が
盛

ん
で
、
公
民
館
な
ど
を
拠
点
に
県
全
域
で
30

年
以
上
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
を
「
山
形
方
式
」
あ
る
い
は
県
内
で
は

「
Ｙ
Ｙ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
呼
ん
で
い
ま

す
。
鶴
岡
市
に
は
Ｙ
Ｙ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

団
体
が
５
つ
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
に
根
ざ

し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
主
的
な
サ

ー
ク
ル
運
営
や
地
域
の
人
た
ち
と
の
か
か
わ

り
を
通
じ
て
、
会
員
の
社
会
力
、
主
体
性
が

育
ま
れ
る
と
い
う
特
色
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
自
分
た
ち
の
関
心
の
あ
る
こ
と
や

得
意
な
こ
と
を
で
き
る
だ
け
多
く
書
き
出

し
、
そ
れ
ら
を
整
理
し
な
が
ら
ど
う
す
れ
ば

「
誰
か
の
た
め
」
「
社
会
の
た
め
」
の
活
動

に
な
る
か
考
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
ア

イ
デ
ィ
ア
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
し
た
。
最
後

に
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
た
成
果
を
発
表
し

あ
い
、
共
有
し
ま
し
た
。
普
段
や
っ
て
い
る

よ
う
な
活
動
だ
け
で
な
く
、
こ
ん
な
こ
と
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
る
ん
だ
と
発
見
す
る
こ

と
が
で
き
、
今
後
の
自
分
た
ち
の
活
動
に
活

か
し
て
い
き
た
い
と
、
意
欲
が
高
ま
っ
た
よ

う
で
す
。

　

今
回
の
交
流
会
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

通
じ
て
地
域
社
会
と
関
わ
る
魅
力
的
な
高
校

生
た
ち
と
出
会
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
活

動
中
の
高
校
生
を
見
か
け
た
際
は
、
「
が
ん

ば
っ
て
る
ね
」
と
声
を
か
け
、
支
援
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
本
棚
か
ら

　

絵
本
は
親
子
が
ふ
れ
あ
う
ひ
と
時
を
自
然

に
作
り
出
し
、
子
ど
も
の
心
豊
か
な
成
長
に

つ
な
が
り
ま
す
。
時
間
の
あ
る
時
に
、
ぜ
ひ

親
子
で
絵
本
を
開
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

鶴
岡
市
で
は
、
７
カ
月
児
健
診
の
際
に
、

読
み
聞
か
せ
の
体
験
と
と
も
に
絵
本
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
前
回
に
続
き
、
ブ
ッ
ク
ス
タ

ー
ト
の
と
き
に
お
す
す
め
し
て
い
る
本
の
中

か
ら
１
冊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に

「
ぷ
し
ゅ
ー
」「
び
ろ
ー

ん
」
と
、
コ
ミ
カ
ル
な

だ
る
ま
さ
ん
の
動
き
を

真
似
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
「
ま
ね
る
」
こ
と
は
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ

て
心
の
発
達
に
つ
な
が
り
、
ス
キ
ン
シ
ッ
プ

も
と
れ
る
の
で
、
親
も
子
も
心
が
安
定
し
ま

す
。
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん…

と
い
ろ
ん
な
人
が
読
む
と
、
ま
た
雰
囲

気
が
変
わ
っ
て
面
白
い
で
す
よ
。

絵
本
の
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ス

絵
本
の
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ス

　

９
月
19
日
、
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
こ
♥

ふ
る
を
会
場
に
、
学
校
の
部
活
動
や
地
域
の
サ
ー

ク
ル
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
む
高
校
生

を
対
象
と
し
た
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
そ
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

初
め
に
、
地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
頑
張
っ
て
い
る
団
体
の
皆
さ
ん
か
ら
日

頃
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
発
表
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

鶴
岡
東
高
等
学
校
奉
仕
部
は
、
福
祉
に

か
か
わ
る
様
々
な
団
体
や
施
設
等
と
連
携

し
な
が
ら
、
地
元
で
の
活
動
か
ら
国
際
的

な
取
り
組
み
ま
で
幅
広
く
活
躍
す
る
部
で

す
。
児
童
館
で
の
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
協

力
、
募
金
な
ど
に
、
自
分
た
ち
も
楽
し
み

な
が
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。
学
校
祭
で
は

自
分
た
ち
で
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
エ
コ

バ
ッ
グ
づ
く
り
を
企
画
し
、
活
動
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ

い
て
学
ぶ
研
修
会
に
も
積
極
的
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

　

庄
内
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
実
行
委
員
会

は
、
東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
、
山

形
大
学
農
学
部
の
学
生
を
中
心
に
結
成
さ

れ
た
団
体
で
す
。
震
災
の
記
憶
を
風
化
さ

せ
な
い
た
め
、
キ
ャ
ン
ド
ル
を
灯
し
て
あ

の
日
の
出
来
事
や
被
災
地
に
思
い
を
は
せ

る
ひ
と
時
を
作
り
た
い
と
、
平
成
24
年
か

ら
毎
年
３
月
11
日
に
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
の
規
模
は
年
々

大
き
く
な
り
、
関
わ
る
市
民
の
輪
も
広
が

っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
随
時
市
内
外
の

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
紙
コ
ッ
プ
と
カ
ラ

フ
ル
な
キ
ュ
ー
ブ
型
ろ
う
そ
く
を
使
っ
た

キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者
か
ら
も
「
楽
し

そ
う
」
「
自
分
も
や
っ
て
み
た
い
」
と
い

う
声
が
あ
り
ま
し
た
。
（
４
面
に
続
く
）

　

後
半
は
山
形
県
青
年

の
家
よ
り
小
笠
原
哲
志

先
生
を
お
招
き
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
を
行

い
ま
し
た
。
ア
イ
ス
ブ

レ
イ
ク
ゲ
ー
ム
で
体
を

ほ
ぐ
し
た
後
、
講
話
と

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行

い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

つ
い
て
の
知
識
、
理
解

と
お
互
い
の
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

事
例
紹
介

　
鶴
岡
東
高
等
学
校
奉
仕
部
／

　
庄
内
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
実
行
委
員
会

鶴岡東高等学校奉仕部の皆さん

　今年度の「わちゃフェス」は会場を移してリニューア
ルします！一緒に庄内の魅力を再発見してみませんか。

日時：12月５日（土）10：00～
場所：庄内町文化創造館　響ホール
内容：雑貨やアクセサリーの手づくり体験、飲食販売、
　　　パネル展示、ステージ企画など

【お問合せ先】
　庄内教育事務所社会教育課　☎68－1983

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
何
？
基
本
の「
き
」

山形県青年の家　小笠原哲志先生に
よるボランティア出前講座の様子

山形県青年の家 ボランティア出前講座山形県青年の家 ボランティア出前講座山形県青年の家 ボランティア出前講座山形県青年の家 ボランティア出前講座

全
国
に
知
ら
れ
る「
山
形
方
式
」

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
創
ろ
う
！

～高校生ボランティア交流会を開催しました～

庄内キャンドルナイト
実行委員会の皆さん
には、後半のグループ
ワークでも助言いただ
きました。

●
だ
る
ま
さ
ん
が

　
　

作
・
か
が
く
い　

ひ
ろ
し

　
　

２
０
０
８
年
、
ブ
ロ
ン
ズ
新
社

　
　

１
７
・
５×

１
７
・
５
㎝

わちゃわちゃ庄内LIFEフェスティバル
2015　開催のお知らせ



◎自然学習（ほとりあ）

（ 地 ）地 域 振 興 課（内線586）
（ コ ）コミュニティ推進課（内線168）
（ 健 ）健 　 康 　 課（内線373）
（ 観 ）観 光 物 産 課（内線569）
（ 羽 ）羽　黒　庁　舎 62‐2111
（ 櫛 ）櫛　引　庁　舎 57‐2111
（ 朝 ）朝　日　庁　舎 53‐2111
鶴岡市教育委員会事務局
（学教）学 校 教 育 課 57‐4865

（社教）社 会 教 育 課 57‐4866
（ ア ）鶴岡アートフォーラム 29‐0260
（藤沢）藤沢周平記念館 29‐1880
（ ス ）ス ポ ー ツ 課 25‐8131
（中公）中 央 公 民 館 25‐1050
（ 図 ）図 　 書 　 館 25‐2525
（ 致 ）致道ライブラリー 29‐0810
（ 国 ）出羽庄内国際村 25‐3600
（ 荘 ）荘内病院地域医療連携室内
　　　緩和ケアサポートセンター 26‐5180
（子セ）子ども家庭支援センター 25‐2741
（中児）中 央 児 童 館 24‐4608
（ ほ ）自然学習交流館ほとりあ 33‐8693
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平成27年度（11月～3月）

生涯学習事業カレンダー生涯学習事業カレンダー生涯学習事業カレンダー
鶴岡市が全市域を対象に行う生涯学習関連事業の予定表です。 募集要項等、詳しいお知らせは随時市広報等に掲載いたします。

鶴岡市役所（本所）
（代）25‐2111

※内容・日程等は変更に
なる場合がございます
ので、その際はご了承
ください。
（  ）内が問合せ先です。

◎趣味・教養を広めたい

１月

２月

３月

11月

（開催中）～3月29日（火）

11日（水）

13日（金）

15日（日）

１７日（火）

  9日（土）～13日（水）
16日（土）

◎スポーツ・健康づくり

◎国際交流

◎芸術を楽しみたい

１月

２月

11月

12月

３月

２月

11月

12月

◎子ども体験・子育て

１月

２月

３月

12月

11月

お問
合せ

○開館5周年記念特別企画展
　〈「海坂藩」のふるさと〉（藤沢）
○文学イベント
　佐藤賢一氏・池上冬樹氏トークショー（図）
○鶴岡致道大学第6講（地）
　（写真家故星野道夫氏の妻 星野直子氏）
○歴史講演会第3弾
　「江戸藩邸の庄内藩士」（仮）（図）
○地域づくりフォーラム（コ）

○新春文化展（中公）
○雷サミット15（地）

  1日（日）
  7日（土）

14日（土）・15日（日）
28日（土）

29日（日）

23日（土）

14日（日）

19日（土）

○第21回ジャパンソフトバレーボール鶴岡フェスティバル（ス）
○つるおか健康塾「東洋医学について」
　「インフルエンザについて」（荘）
○てくてく健康「里山あるき」
　－南庄内の水がめ 初冬の朝日月山湖へ－（ス）
○合併10周年記念スポーツフェスティバル（ス）
○緩和ケア市民公開講座
　「乳がんが教えてくれた　私らしい生き方」（荘）
○てくてく健康「里山あるき」
　－大山下池ほとりウォーク 白鳥に会いに行こう－（ス）

○つるおか健康塾「うつについて」「糖尿病について」（荘）

○てくてく健康「里山あるき」－雪上かんじきウォーク（羽黒）－（ス）

○てくてく健康「里山あるき」－雪上かんじきウォーク（朝日）－（ス）
○つるおか健康塾「緩和ケアについて」
　「医療費について（高額医療・福祉制度等）」（荘）

○ワールドコミュニケーションクラブ（通年・国） 
○国際村せかいの台所（隔月・国）

（開催中）～12月27日（日）

（開催中）～11月3日（火）
（開催中）～11月3日（火）
  3日（火）
11日（水）～16日（月）

15日（日）

  5日（土）～13日（日）

  7日（木）～3月21日（月・祝）

31日（日）

  6日（土）～3月6日（日）

○常設展示コーナー
　鶴岡市所蔵作品　秋の展示（ア）
○くしびき文化祭〈展示〉（櫛）
○はぐろ秋まつり芸術文化祭（羽）
○あさひ産業文化まつり（朝）
○第70回県総合美術展覧会・
　第57回県こども絵画展覧会（ア）
○くしびき文化祭〈まなびぃステージ〉（櫛）

○高校生アートフォーラム展９（ア）

○常設展示コーナー
　鶴岡市所蔵作品　冬の展示（ア）
○鶴岡音楽祭２０１６（観）

○郷土ゆかりの企画展覧会
　庄内の美術家たち11（ア）

  7日（土）

  4日（金）

20日（土）

19日（土）
26日（土）

○里地里山学講座「樹木自身が語る森の歴史・ヒトの歴史」
○自然観察会「紅葉の高館山を歩こう！」

○里地里山学講座「食文化創造都市で考える食の伝統と創造
　　　　　　　　　　　　　　　　－里地里山をどう活かすか?－」

○里地里山学講座「樹木と民話」

○里地里山学講座「生き方としての狩人　マタギに見る自然と暮らし」
○自然観察会「冬芽と早春の植物観察会」

  5日（木）
14日（土）

15日（日）
19日（木）
20日（金）～12月27日（日）
21日（土）
23日（月・祝）
28日（土）・29日（日）

  3日（木）
  6日（日）

  6日（日）・12日（土）

  8日（火）～25日（金）
12日（土）・13日（日）
19日（土）

  9日（土）
10日（日）
16日（土）

  4日（木）
  6日（土）
  ７日（日）

１４日（日）
27日（土）
28日（日）

  3日（木）
  4日（金）
  6日（日）
13日（日）
18日（金）・19日（土）
19日（土）・20日（日）

22日（火）～25日（金）
（未定）
（中旬）

○転入者のための子育て案内講座（子セ）
○すこやかネット公開講演会
　「思春期のこころと性」（健）
○ひろっぴあまつり（中児）
○子育て勉強会（中児）
○つちだよしはる絵本原画展（図）
○つちだよしはるワークショップ（図）
○フリーマーケット③（中児）
○将棋・将棋大会（中児）

○子育てトークを楽しもう（子セ）
○ひろっぴあdeクッキング
　かたぐるまでパン作り（中児）
○星と音楽のプラネタリウム
　クリスマス公開（中公）
○クリスマスえほんまつり（図）
○冬のおはなし会（図）
○つちだよしはる　ワークショップ（図）
○チャレンジキッズ（ア）

○みんなで遊ぼう（昔遊び）（中児）
○こども寒鱈まつり（中児）
○自然体験（冬）（中児）

○あそびの広場・冬（子セ）
○みんなで遊ぼう（雪遊び）（中児）
○ひろっぴあdeクッキング
　バレンタイン（中児）
○こしゃってマルシェ（櫛）
○チャレンジキッズ（ア）
○月山あさひ雪まつり（朝）

○転入者のための子育て案内講座（子セ）
○育児講話（子セ）
○ひろっぴあdeクッキング　魚料理（中児）
○パパと一緒に遊ぼう（子セ）
○将棋・将棋大会（中児）
○プラネタリウム春の一般公開（中公）
○読み聞かせボランティア養成講座（図）
○プラネタリウム春の一般公開（中公）
○ベビーを迎えよう講座（子セ）
○さとうまりこ絵本原画展（図）

１月

２月

３月

11月

鶴
岡
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ（
5
〜
11
月
、１２
〜
3
月・学
教
）

親
子
で
す
ご
す
キ
ッ
ズ
ア
ト
リ
エ（
毎
月
第
2
土・ア
）※
12
月
12
日
は
休
み

こ
ど
も
お
は
な
し
会（
毎
週
水・土
、乳
幼
児
向
け
は
毎
月
第
4
水・図
）

個
人
制
作
の
た
め
の
オ
ー
プ
ン
ア
ト
リ
エ（
毎
月
第
2
、第
4
日・ア
）※
12
月
13
日
は
休
み

美
術
講
座・ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ（
通
年・ア
）

楊
式
太
極
拳
講
座（
通
年
、毎
週
水
、木・国
）

外
国
語
講
座（
通
年・国
）

市
民
の
た
め
の
夕
学（
せ
き
が
く
）講
座

（
10
月
中
旬
〜
1
月
下
旬 

全
10
回
、不
定
期・致
）

企
画
展
示「『
庄
内
史
年
表
』発
刊

記
念
展
」（
仮
）（
1
月
〜
3
月・図
）


